
附属高等学校 附属駒場高等学校 附属坂戸高等学校

・1888年創立　・全日制普通科

・規模：1学年6クラス男女240名　・募集：約80名
・1947年創立　・全日制普通科

・規模：1学年4クラス男子160名　・募集：約40名
・1946年創立　・全日制総合学科

・規模：1学年4クラス男女160名　・募集：約160名
学
校
目
標

自主・自立・自由の精神で、
知育、徳育、体育の調和のとれた全人教育を目指す

自由・闊達の校風のもと
挑戦し、創造し、貢献する生き方を目指す

 「Engage today. Empower tomorrow.」
～明日をつくる、今を生きる。～
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筑波大学附属学校群の構想図  　　→今後、第４期中期目標中期計画の構想に変更し、各附属学校に確認して完成させる。

国立大学法人 筑波大学附属３高等学校の特色と魅力
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① グラジュエーション・ポリシー

② カリキュラム・ポリシー 

③ アドミッション・ポリシー 

※ 各附属学校作成のスクールミッション・スクールポリシーを附属学校教育局で集約後，要約を作成し，再度各附属学校で確認して完成させる。



① グラジュエーション・ポリシー（育成を目指す資質・能力に関する方針）

　 本校は生徒が自身の生き 方・ あり 方を模索し 、 卒業時にはその納得解を獲得するこ と を目指し て教育活動を行う 。 本校で
育成を目指す基本的な資質・ 能力は卒業時に納得解にたどり 着く ために必要と なる、 以下の５ 項目である。

　  ☞地域社会の状況や国際社会の変化を理解するために必要な知識および学力を身に着けている。
　 ☞事象を多様な観点から実証的に捉える知識、論理的に調査や分析を行う技能を持っている。
　 ☞他者との議論などを統合しながら、情報を整理し、論理的に、かつ、わかりやすく表現できる。
　 ☞他者の特徴を理解し、自己の特徴と掛け合わせながら人間関係を形成する態度をもっている。
　 ☞自分自身の興味・関心や志向するキャリアと社会的な課題をつなげ、生涯を通じて主体的かつ継続的に社会と関わり、
　　 学習に取り組む意欲や態度を持っている
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（編集中）

② カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針）

　 ○教育課程は「 自分の未来を思い描き 、 実現するための"Thr ee st ep"」 を基本と する。
　　　Step1:｢どのよう に学び、 生き ていく か考えるこ と ｣
　　　　  ☞必修科目によって学んでいくための基礎的な力の定着を目指す。（必修科目43～45単位）
　　　　 ☞海外校外学習などを通して外国語学習に対する意欲と実践的な運用力の向上を図る。
　　　　 ☞｢産業社会と人間｣などの科目を通じて自分の将来について考察し、今何が必要か判断する力を養う。
　    Step2:｢自分で課題を見つけ、解決すること｣
　　　　  ☞選択科目ではその分野に対する興味関心を深化させ、社会と自分のつながりを意識した学びを通して
          シティズンシップを養う。（選択科目33～36単位）
　　　　 ☞探究活動では他者と協働する機会を多く取り入れ、自分の意見を論理的に整理し表現できる力を養う。
　　　　 ☞多くの国際交流の機会を通じてグローバルリーダーとしての資質・能力の向上を図る。
　    Step3:｢自ら学ぶ人間になること｣
　　　　  ☞｢卒業研究｣を進めることで、自ら学ぶことの楽しさを理解し、将来にわたって学び続ける姿勢を育てる。
　　　　 ☞探究学習を通して生徒が自身の学びを総合化し、新たに必要な学びをデザインする力を養う。
　　　　 ☞リベラルアーツ教育を進め、地球的視野に立って行動できる態度や柔軟な思考力・判断力を育てる。

　○評価は「 オーセンティ ッ ク 評価」 を基本と する。
　　　　 ☞相対的で一元的で断片的な能力にもとづく、選別、格付けではなく、生徒の学習活動全体を評価対象とし、
　　　　　実社会で求められる力にもとづいた評価とすること。
　　　　☞特定のふるまい方や考え方を全体的に要請する圧力を排除し、生徒の可能性を最大限引き出すことのできる
         評価とすること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（編集中）

③ アドミッション・ポリシー（入学者受入れに関する方針）

　 国籍・ 性別・ 宗教等の個人的バッ ク グラ ウンド にかかわら ず、 本校での学びを希望する者で、 次に掲げる態度を持っ た生
徒の入学を求める。

　 ☞学習意欲が高く、自主的に考え、主体的に行動できる者。
　 ☞社会の中の様々な課題に対して興味関心があり、自分のこととして考えることができる者。
　 ☞将来、国際的に活躍しようとする意欲のある者。
　 ☞自分にとって新しいことにも、積極的に挑戦しようとする者。
　 ☞様々な考え方を持っている他者と協働できる者。　　　　　　　　　　　　（編集中）

筑波大学附属坂戸高等学校における特色と魅力

　 超スマート 社会の到来によっ て、 学校教育においても 新し い価値観にも と づく 資質や能力の育成が求めら れている。 本校で
は、 地球規模課題に対し て自ら の役割を認識し 積極的に関わろ う と する態度、 幅広い視点と 柔軟な思考力・ 判断力、 他人と 協
働し て新し い価値を創造でき るコ ミ ュ ニケーショ ン力を身につけた社会を牽引でき る人材の育成を推進する。 総合大学の附属
学校であるこ と 、 また総合学科であるこ と で実現でき る教育は新し い日本型学校教育のモデルと なる。 本校は国立大学の附属
学校と し て、 その成果を積極的に発信し ていく 役割を担っ ている。

　   ☞世界に通用する学びの成果を求める教育の実践。
　   ☞筑波大学のリソースを活用した新たな高大連携教育の構築。
　   ☞総合学科の特色を活かしたリベラルアーツと総合的・体験的・実践的なオーセンティックな学習の展開。
　   ☞ラーニングコーディネーターとしての教員の役割転換。
　   ☞自己のあり方生き方を社会とつながりのなかで考察できる学びの場の実現。　　　　　　（編集中）

 ◇ 教育目標

 ◇ スクール・ミッション（社会的役割）

 「 Engage t oday.  Empower  t omor r ow. 」 （ 明日をつく る、 今を生き る。 ）

　複雑で予測の難し い社会の変化を自分自身のこ と と し て前向き にと ら え、 自分と 自分のまわり の幸せを願い、 社会に生き る
一人の「 主人公」 と なっ て自ら の可能性を最大限発揮し 、 多様な他者と 協働するこ と で、 新し い未来の姿を構想し 実現し てい
く 人材の育成を目指す。 　 　 　 　 　 （編集中）

 ◇ スクール・ポリシー（３つの方針）
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